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 下離宮 寿月観
じゅげつかん

の障壁画「虎渓三笑
こけいさんしょう

」 

 下離宮 寿月観の一の間は，後水尾上皇がおい

でになった時の御居間で，畳３畳を敷いて一段高く

なった所が御座所になります。ここでご休息にな

り，ここから畦道を通り，棚田を御覧になりながら上

離宮へお越しになり，ご清遊されました。現在の寿

月観は文政７年（1824年）光格上皇時代に旧規の

まま再建されたものです。 

 一の間には，江戸後期の画家・岸駒
が ん く

の作と伝えら

れる「虎渓三笑
こけいさんしょう

」の襖絵があります。（襖絵は昭和

25年に模写のものに入れ替え，現品は別に保存し

ております。） 

 襖絵の題材となった虎渓三笑とは，中国の廬山
ろ ざ ん

にある東林寺
と う り ん じ

に隠棲していた慧遠
え お ん

という高僧が、寺

の下にある谷川「虎渓」をけっして渡らないと誓いを

たてていたにもかかわらず、友人の陶淵明
とうえんめい

と

陸修静
りくしゅうせい

を送る道すがら話に夢中になってしまい、気

付くと虎渓を通り過ぎており、三人で大笑いしたと

いう中国の故事で，中国・日本の画題として好まれ

ました。 

□観  

虎渓三笑図 岸駒 （京都事務所保存のものを撮影） 
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陶淵明
とうえんめい

を題材とした障壁画などについて 

清涼殿「漢詩本文の意」  画：土佐光貞         □通  

（参観経路からは見えにくい位置にあります） 

 襖に貼られた色紙の句は「采菊東籬下（菊を采
と

る東籬
と う り

の下
も と

） 悠然望南山（悠然として南山を望む）」です。陶淵明の詩の

中で大変有名なものの一節で，ここには陶淵明が家の東の垣根の下で咲いている菊を採って，ゆったりと南の山（廬山）を

見ている場面が画かれています（「望」の字は「見」とされることが多いですが，「望」とする本文も古来存在しました）。この

絵を担当した土佐光貞は，土佐派の別家（分家）を創設した人物で，大嘗会に使用する悠紀
ゆ き

主基
す き

屏風を画き，寛政度内裏

では清涼殿の障壁画を担当しました。 

 下段の写真は，御常御殿の東御縁座敷
ひ が し ご え ん ざ し き

にある「陶淵明帰去来
と う え ん め い き き ょ ら い

」という画題の杉戸絵です。陶淵明が役人を辞めて田舎

へ帰る心境を述べた詩「帰去来辞
き き ょ ら い の じ

」を題材としたも

ので，画面の右側に故郷に戻ってきた陶淵明，左

側に陶淵明を待ち受ける妻や子どもが画かれて

います。この杉戸絵は，森派の森寛斎
かんさい

が担当しま

した。寛斎は，前述の如雲社に所属し，京都府画

学校の教授を務めたり，帝室技芸員となって京都

画壇の興隆や門人の育成に努めた人物です。 

御常御殿「陶淵明帰去来」 画：森寛斎       ◇内  

 御所・離宮には中国の有名な詩人である

陶淵明（365－427）にまつわる作品がいくつ

かあります。陶淵明は，六朝時代の人で，官

を辞して隠遁し，田園生活を送りながら多く

の詩を残したことから田園詩人と称された人

物です。陶淵明の隠逸の士としての生き方

や，彼の詠んだ詩は人々をひきつけたた

め，絵画の題材としてよく用いられました。 

 左の写真は絹貼りの襖絵で清涼殿母屋に

あります。寛政度御造営時(寛政2年〈1790〉）

に，土佐光貞が陶淵明の詩を題材として画

いたもので，嘉永7年（1854）の火災では焼

失を免れ，安政度御造営時に繕われて使用

され現在に伝わっています。 
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 陶淵明は栞其の二で紹介した修学院離宮・下

離宮の寿月観の一の間にある襖絵「虎渓三笑
こ け い さ ん し ょ う

」

にも登場します。虎渓三笑は，中国の『廬山記
ろ ざ ん き

』

に記される故事で，東洋画の画題として用いられ

ます。この障壁画では，陶淵明が慧遠
え お ん

という高僧

と陸修静
りくしゅうせい

（5世紀頃活躍した道士） と話をしている

場面が画かれています。 

 障壁画以外にも，陶淵明に関するものがありま

す。それは，仙洞御所の庭園の東南隅にある悠

然台です。現在は，階段及び建物の基礎部分し

か残っていませんが，小高い丘になっており，悠

然台からは遠くまで見渡せたことが想像できます

（参考：下記図）。悠然台は先ほど掲げた詩の

「悠然望（見）南山」から名付けられたとされてい

ます。江戸時代に選ばれた仙洞十景の一つに

「悠然台の月」があることから，この辺りからは綺

麗な景色が楽しめたものと思われます。 

悠然台（近景） 

修学院離宮（下離宮）寿月観一の間 「虎渓三笑
こ け い さ ん し ょ う

」 画：岸駒
が ん く

   □観  

（御殿内の物は模写。写真は収蔵庫で保管している原品）              

苑路より悠然台へと続く階段を望む         □観  

悠然台が画かれる絵図（京都事務所所蔵） 

等高線を用いた図（等高線：色線50㎝間隔） 

http://www.kunaicho.go.jp/event/kyotogosho/pdf/shiori2.pdf


京都仙洞御所・京都大宮御所案内図 

悠然台 

京都御所案内図 

観マークは，参観でご覧になれます。申込み方法は， http://sankan.kunaicho.go.jp/ をご覧ください。 

通マークは，申込不要の京都御所通年公開でご覧になれます。 

詳細は，http://www.kunaicho.go.jp/info/kyototsunen-sks-sankan.htmlをご覧ください。 

これまでの「《京都》御所と離宮の栞」については，宮内庁ホームページのこちらからご覧ください。 

＜問い合わせ先＞ 

〒602-8611 京都市上京区京都御苑３ 宮内庁京都事務所 

代表電話：075-211-1211 参観係直通電話：075-211-1215 

 

修学院離宮 下離宮案内図 

寿月観 

御常御殿 

清涼殿 

http://sankan.kunaicho.go.jp/
http://www.kunaicho.go.jp/info/kyototsunen-sks-sankan.html
http://www.kunaicho.go.jp/event/kyotogosho/kyoto-shiori-index.html

